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問１ Check □ □ □  解説・解答 P.273 

 

   基本データ構造の特徴に関する記述のうち，適切なものはどれか。 

 

  ア 配列は，異なる形式のデータをまとめて取り扱えるデータ構造である。 

  イ 配列は，添字によってデータを任意の順序で読み出すことができる。 

  ウ リストは，すべてのデータを直接参照することができる。 

  エ リストは，データの追加や削除のときに既存のデータを移動する必要がある。 

 

 

問２ Check □ □ □  解説・解答 P.273 

 

   次のような単方向のリスト構造のデータが格納されている配列に対して，アドレス 400 の“神

田”を“東京”と“上野”の間に挿入する。この場合，配列中で変更されるのはどれか。 

 

アドレス

100

200

300

400

駅名

上野

神田

新橋

東京

次要素のアドレス

300

　0

200

　0
 

 

  ア “神田”と“上野”の次要素のアドレス 

  イ “神田”のアドレス 

  ウ “東京”と“上野”の次要素のアドレス 

  エ “東京”と“神田”の次要素のアドレス 

 

 

問３ Check □ □ □  解説・解答 P.273 

 

   スタックに関する記述のうち，適切なものはどれか。 

 

  ア 関数を用いてデータの格納位置（アドレス）を求め，データを取り出す。 

  イ 最後に格納したデータを最初に取り出す。 

  ウ 最初に格納したデータを最初に取り出す。 

  エ 優先順位の高いデータを先に取り出す。 

 

  

3.1 アルゴリズムとプログラミング ｜（1）データ構造 
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問４ Check □ □ □  解説・解答 P.274 

 

   あるキューに要素“27”，要素“33”及び要素“12”の三つがこの順序で格納されている。このキ

ューに要素“45”を追加した後に要素を二つ取り出す。2番目に取り出される要素はどれか。 

 

  ア 12 イ 27 ウ 33 エ 45 

 

 

問５ Check □ □ □  解説・解答 P.274 

 

   木構造の一つである 2分木からデータを取り出す方法として，節，左部分木，右部分木の順にデ

ータを取り出していく方法がある。この方法を利用して，図 1 の 2 分木からデータを取り出すと

“a，b，d，c”となる。同じ方法を用いて，図 2 の 2 分木からデータを取り出した結果はどれか。 

 

a

b c

d

a

b c

d e f

図 1 図 2
 

 

  ア a，b，c，d，e，f イ a，b，d，e，c，f 

  ウ a，b，e，d，c，f エ a，d，b，e，f，c 

 

 

問６ Check □ □ □  解説・解答 P.274 

 

   次の二つの操作が定義されたスタックがある。 

 

 〔操作〕 

  ① 入力されたデータをスタックに積み上げる。 

  ② スタックの一番上に積んであるデータを取り出して出力する。 

 

   このスタックを使用して，A，B，C，D の順に入力するデータから，出力可能なデータ列はどれ

か。 

 

  ア A，D，B，C イ B，D，A，C ウ C，B，D，A エ D，C，A，B 

 

  

3.1 アルゴリズムとプログラミング ｜（1）データ構造 
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問１ Check □ □ □  解説・解答 P.274 

 

   アルゴリズムの基本構造に関する記述のうち，適切なものはどれか。 

 

  ア 繰返し構造は，条件によって処理を分岐させる構造である。 

  イ 終了条件は，成立するまで処理を繰り返す条件である。 

  ウ すべての繰返し構造は，繰返し中の処理を必ず 1回は実行する。 

  エ 選択構造は，処理を反復するか選択する構造である。 

 

 

問２ Check □ □ □  解説・解答 P.275 

 

   次の流れ図を実行したとき，出力される変数 z の値は幾つか。 

 

1   x

x ＞ y

開始

3   y

 x － y   z  y － x   z

z を出力

終了

Yes

No

 

 

  ア －4 イ －2 ウ 2 エ 4 

 

 

問３ Check □ □ □  解説・解答 P.275 

 

   配列に記録されているデータの整列アルゴリズムのうち，先頭要素から順に一つずつ要素を決定

していくことで，正しい順に並べ替える方法はどれか。 

 

  ア クイックソート イ 選択ソート 

  ウ 挿入ソート エ バブルソート 

 

  

3.1 アルゴリズムとプログラミング ｜（2）アルゴリズム 
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問４ Check □ □ □  解説・解答 P.275 

 

   次の〔アルゴリズム〕で処理を終了したときの配列の状態に関する記述のうち，適切なものはど

れか。 

 

 〔アルゴリズム〕 

  (1) 配列の 1 番目の要素と 2 番目の要素を比較し，1番目の要素の方が大きければ交換する。 

  (2) 配列の 2 番目の要素と 3 番目の要素を比較し，2番目の要素の方が大きければ交換する。 

  (3) 同様に，3 番目の要素と 4 番目の要素，4 番目の要素と 5 番目の要素，･･･と最後の要素まで比

較／交換を繰り返していく。 

  (4) 要素の比較／交換で一度でも交換が発生していたら，(1)に戻って処理を繰り返す。一度も交換

が発生しなければ，処理を終了する。 

 

  ア 完全にランダムな状態になっている。 

  イ 奇数と偶数が交互に並んだ状態になっている。 

  ウ 降順に整列された状態になっている。 

  エ 昇順に整列された状態になっている。 

 

 

問５ Check □ □ □  解説・解答 P.275 

 

   次の手順で行われる探索処理において，探索対象のデータ群の配列から“8”を探索するまでの手

順の繰返し実行回数は幾つか。 

 

 〔探索対象のデータ群〕 

  1，3，4，5，7，8，9 

 

 〔手順〕 

  ① 探索対象範囲の中央の要素と目的データを比較する。 

  ② 中央の要素と一致したら探索を終了し，一致しなければ次の探索対象範囲に移り，①，②を繰

り返す。 

 

  ア 1 イ 2 ウ 3 エ 6 

 

  

3.1 アルゴリズムとプログラミング ｜（2）アルゴリズム 

 

 


	表紙
	目次
	問題
	1. コンピュータシステム
	1.1　ハードウェア
	(１) コンピュータの種類
	(２) 入力装置
	(３) 出力装置
	(４) コンピュータの基本構成
	(５) プロセッサ
	(６) メモリ
	(７) 補助記憶装置
	(８) 記憶階層
	(９) 入出力インタフェース

	1.2　基礎理論
	(１) 情報（データ）の表現
	(２) 文字コード
	(３) ２進数
	(４) 集合／論理演算
	(５) 確率／統計

	1.3　ソフトウェア
	(１) オペレーティングシステム（OS）
	(２) OSの種類
	(３) ファイルシステム
	(４) バックアップ
	(５) ソフトウェアパッケージ
	(６) 表計算ソフト
	(７) ワープロソフト
	(８) オープンソースソフトウェア

	1.4　情報メディア
	(１) マルチメディア技術
	(２) マルチメディアのファイル形式
	(３) グラフィックス処理
	(４) マルチメディア技術の応用

	1.5　情報デザイン
	(１) ヒューマンインタフェース
	(２) Webデザイン

	1.6　システム構成
	(１) システムの形態
	(２) システムの構成
	(３) システムの評価指標
	(４) 稼働率


	2.コンピュータの技術要素
	2.1　データベース
	(１) 関係データベースの設計
	(２) データの正規化
	(３) 関係データベースのデータ操作
	(４) データベースの保全機能
	(５) データベースのリカバリ機能
	(６) NoSQLとビッグデータ

	2.2　ネットワーク
	(１) ネットワークの基本構成
	(２) LAN間接続装置
	(３) 通信プロトコル
	(４) インターネットの仕組み
	(５) インターネットのサービス
	(６) 通信サービス

	2.3　情報セキュリティ
	(１) 情報セキュリティの脅威①
	(２) 情報セキュリティの脅威②
	(３) 情報セキュリティ管理
	(４) 情報セキュリティ対策
	(５) アクセス制御
	(６) 暗号化／デジタル署名


	3.システム開発
	3.1　アルゴリズムとプログラミング
	(１) データ構造
	(２) アルゴリズム
	(３) 擬似言語
	(４) プログラム言語
	(５) マークアップ言語

	3.2　システム開発技術
	(１) システム開発プロセス
	(２) ソフトウェア実装プロセス
	(３) ソフトウェア開発管理技術
	(４) テスト工程
	(５) 保守プロセス

	3.3　プロジェクトマネジメントとサービスマネジメント
	(１) プロジェクトマネジメント
	(２) プロジェクトスケジュールマネジメント
	(３) その他の知識エリア
	(４) サービスマネジメント
	(５) サービスマネジメントシステム
	(６) ファシリティマネジメント
	(７) 監査業務
	(８) 内部統制


	4.企業活動と情報システム
	4.1　企業と法務
	(１) 企業活動
	(２) 経営組織
	(３) 業務分析
	(４) データの利活用
	(５) 問題解決手法
	(６) 意思決定
	(７) 企業会計（財務会計）
	(８) 企業会計（管理会計）
	(９) 知的財産権①
	(10) 知的財産権②
	(11) セキュリティ・労働・取引の関連法規
	(12) ガイドライン・情報倫理
	(13) 標準化関連

	4.2　経営戦略
	(１) 経営戦略
	(２) 経営情報分析手法
	(３) マーケティング
	(４) ビジネス戦略
	(５) 技術開発戦略
	(６) 経営管理システム
	(７) ビジネスシステム
	(８) エンジニアリングシステム
	(９) e-ビジネス（電子商取引）
	(10) 組込みシステム／IoTシステム

	4.3　システム戦略
	(１) 情報システム戦略
	(２) 業務プロセスの調査・分析
	(３) 業務改善
	(４) ソリューションビジネス
	(５) システム企画



	解説・解答
	1.コンピュータシステム
	1.1　ハードウェア
	(１) コンピュータの種類
	(２) 入力装置
	(３) 出力装置
	(４) コンピュータの基本構成
	(５) プロセッサ
	(６) メモリ
	(７) 補助記憶装置
	(８) 記憶階層
	(９) 入出力インタフェース

	1.2　基礎理論
	(１) 情報（データ）の表現
	(２) 文字コード
	(３) ２進数
	(４) 集合／論理演算
	(５) 確率／統計

	1.3　ソフトウェア
	(１) オペレーティングシステム（OS）
	(２) OSの種類
	(３) ファイルシステム
	(４) バックアップ
	(５) ソフトウェアパッケージ
	(６) 表計算ソフト
	(７) ワープロソフト
	(８) オープンソースソフトウェア

	1.4　情報メディア
	(１) マルチメディア技術
	(２) マルチメディアのファイル形式
	(３) グラフィックス処理
	(４) マルチメディア技術の応用

	1.5　情報デザイン
	(１) ヒューマンインタフェース
	(２) Webデザイン

	1.6　システム構成
	(１) システムの形態
	(２) システムの構成
	(３) システムの評価指標
	(４) 稼働率


	2.コンピュータの技術要素
	2.1　データベース
	(１) 関係データベースの設計
	(２) データの正規化
	(３) 関係データベースのデータ操作
	(４) データベースの保全機能
	(５) データベースのリカバリ機能
	(６) NoSQLとビッグデータ

	2.2　ネットワーク
	(１) ネットワークの基本構成
	(２) LAN間接続装置
	(３) 通信プロトコル
	(４) インターネットの仕組み
	(５) インターネットのサービス
	(６) 通信サービス

	2.3　情報セキュリティ
	(１) 情報セキュリティの脅威①
	(２) 情報セキュリティの脅威②
	(３) 情報セキュリティ管理
	(４) 情報セキュリティ対策
	(５) アクセス制御
	(６) 暗号化／デジタル署名


	3.システム開発
	3.1　アルゴリズムとプログラミング
	(１) データ構造
	(２) アルゴリズム
	(３) 擬似言語
	(４) プログラム言語
	(５) マークアップ言語

	3.2　システム開発技術
	(１) システム開発プロセス
	(２) ソフトウェア実装プロセス
	(３) ソフトウェア開発管理技術
	(４) テスト工程
	(５) 保守プロセス

	3.3　プロジェクトマネジメントとサービスマネジメント
	(１) プロジェクトマネジメント
	(２) プロジェクトスケジュールマネジメント
	(３) その他の知識エリア
	(４) サービスマネジメント
	(５) サービスマネジメントシステム
	(６) ファシリティマネジメント
	(７) 監査業務
	(８) 内部統制


	4.企業活動と情報システム
	4.1　企業と法務
	(１) 企業活動
	(２) 経営組織
	(３) 業務分析
	(４) データの利活用
	(５) 問題解決手法
	(６) 意思決定
	(７) 企業会計（財務会計）
	(８) 企業会計（管理会計）
	(９) 知的財産権①
	(10) 知的財産権②
	(11) セキュリティ・労働・取引の関連法規
	(12) ガイドライン・情報倫理
	(13) 標準化関連

	4.2　経営戦略
	(１) 経営戦略
	(２) 経営情報分析手法
	(３) マーケティング
	(４) ビジネス戦略
	(５) 技術開発戦略
	(６) 経営管理システム
	(７) ビジネスシステム
	(８) エンジニアリングシステム
	(９) e-ビジネス（電子商取引）
	(10) 組込みシステム／IoTシステム

	4.3　システム戦略
	(１) 情報システム戦略
	(２) 業務プロセスの調査・分析
	(３) 業務改善
	(４) ソリューションビジネス
	(５) システム企画



	奥付



